
都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 130 ｈａ

平成 19 年度　～ 平成 23 年度 平成 19 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人／年 H１7 Ｈ２３

回／年 H１7 Ｈ２３

10,000

地域イベントの頻度 地区住民主催の祭り、催しの回数
住民が主体となって開催するイベントや祭りを増加させ、地区のコ
ミュニティー醸成と住民のまちづくり参加意識の高揚を図る。 2 4

観光客入込み数 地域イベントや拠点施設の利用者数
自然と歴史の魅力ある資源を活かしたまちづくりを推進するにあた
り、地区内外の者が観光としてまちを利用する行動の増加を図る。 7,000

●本地区の西部及び南部では、近年において土地開発が進んだことにより人口が増加しているが、新しい住人は地域活動参加の機会が少なく、新旧住民を交えた地域コミュニティーをはかることが困難な現状となっている。　また、周辺地区の人口増加
にともない、地区を通過する自動車交通量が増大したが、地区内の主要道路は幅員６ｍ内外と狭小であるため、交通安全確保の問題が顕在化してきている。
●吉江藩の歴史が残る地区においては人口流入は少ないものの、住宅の老朽化、居住者の高齢化が進んでいるため、現状の景観維持が困難となってきている。　このため、地区のまちづくり方針を地域住民に浸透させて将来イメージを共有することに
より、無秩序な建て替えや開発を抑制する必要が生じている。　このような状況を受け、地区では公民館が主体となって平成14年度より｢近松の里づくり事業推進会議｣を開催しており、｢近松まつり｣を始めとするイベントの開催や人形踊りなどの文化活動
などを盛んに行っている。

①当地区は、川や山などの豊かな自然環境と隣接する市街地であること、江戸時代の吉江藩の歴史や近松門左衛門ゆかりの地であるという近隣地区には見られない特徴を有していることから、これを活かした歴史観光の振興とやすらぎとうるおいがあ
る魅力的な生活環境を創出することが大きな課題である。また、豊かな自然に隣接するがゆえ、急傾斜な山並みやため池を数多く抱え、災害の危機にさらされていることへの対応が必要である。
②浅水川改修で分断された地域コミュニティと歴史遺産を有機的かつ効率的にネットワークし、地区の一体感を高めて地区住民や来訪者の満足感を高めていくことが必要である。　また、このためには豊かな自然につつまれた地区の良さを実感し、安全
で快適に歩くことができる歩行者空間の確保など生活環境整備が必要である。
③今後、建物の老朽化や居住者の高齢化、単身化が進む中で、現存する歴史的な建築物を保全、活用して地区のイメージを内外に伝える高質な景観を形成し、これを地域財産として活用したまちづくりが肝要である。そのためには、地区住民が一体と
なってストーリー性がある良質な空間を形成するような機運を高める必要がある。

歴史的文化資源を活かした新しい都市文化の創造と繰り返し訪れたくなる都市観光ステージがあるまちづくり
｢鯖江市都市計画マスタープラン｣では、｢人にやさしく活力に満ちた文化の薫る交流都市｣を鯖江市が目指す都市像としている。この中で立待地区は、近松門左衛門ゆかりの地としての歴史的な環境を活かして、地域ぐるみの｢近松の里｣づくりをテーマと
した歴史的雰囲気が感じられる環境整備や街並み景観の整備を推進することとしている。　また、H8年度に策定した｢近松の里づくり構想｣では、近松門左衛門を核とした文化振興と地域の自然や歴史を活かした観光資源やルートの整備、観光イベントを
支援することとしている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

●本地区は、鯖江市の北端に位置し、日野川や浅水川の雄大な流れと標高182ｍの経ヶ岳山系に囲まれた平地にある自然環境豊かな市街地である。また、本地区は正保２年（1645年）に吉江藩が置かれた歴史があり、江戸時代の文豪近松門左衛門が
2歳の頃から十数年間過ごした地でもある。｢吉江七曲り｣や｢春慶寺｣、｢榎木お清水｣などその当時の面影を残す場所が点在しているが、地区内を東西に流れる浅水川は大正13年に福井平野の治水対策として開削された河川であるため、吉江藩当時の
町は南北に分断されている。さらに川幅を広くする河川災害復旧工事が近年ほぼ完了したことにより、地区の南北の一体感が乏しくなっている。
●鯖江市では、近松門左衛門ゆかりの地としての歴史的な環境を活かし、地域ぐるみの｢近松の里｣づくりをテーマに、歴史的雰囲気が感じられる環境整備や文化振興を推進しており、その中核となる大谷公園の整備を進めている。本事業では、自然環
境豊かな大谷公園と歴史景観が残る市街地とのアクセス、文化活動等の連携が期待されている。

都道府県名 福井県 鯖江市
さばえし

立待地区
たちまちちく

計画期間 交付期間 23

大目標：　豊かな自然につつまれる魅力と、人と歴史が見えるまち｢近松の里｣づくり
目標１：　川や山へ足を運びたくなるような安全で快適な歩行ネットワークの構築と自然とのふれあい拠点整備により生活環境を改善する
目標２：　吉江藩や近松門左衛門の歴史文化が薫る景観の質的向上と来訪者の利便性向上により観光客を誘致する
目標３：　地域住民が中心となって歴史・文化を継承する機運を高め、地区内外の交流を活発にする



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他
○事業終了後の継続的なまちづくり活動

本地区では、公民館が主体となった｢近松の里づくり事業推進会議｣が組織されており、地区の歴史や景観を活用したイベントの開催や、近松門左衛門に関する文化活動、まちづくりに関する懇話会が実施されている。　本事業終了後は、回遊性を活かし
た催しの開催や文化活動など地区全体を舞台とした活動の展開を図る。　　また、歴史的な建築物については個人所有物であるため、｢近松の里｣づくりの理念や将来像をわかりやすく説明し、建て替え時における景観誘導を行うとともに、建築協定や地
区計画等の検討も視野に入れた啓蒙を図る。

・｢近松の里｣づくりを推進するにあたり、より多くの住民への歴史啓蒙や新旧住民のコミュニティ醸成を図るため、一般参加によるワークショップの開催を
行い、地区住民のアイデアや活力を活かしたきめ細やかなまちづくりを目指す。
・近松門左衛門に関する文化芸能的な活動や催しの開催、歴史紹介パンフレットの作成などにより地区内外へのＰＲ活動を行う。 【地域創造支援事業】提案事業／人形浄瑠璃保管展示施設整備事業

【まちづくり活動推進事業】提案事業／ワークショップの開催、まちづくりＰＲ活動の実施

整備方針２：　歴史文化が薫る景観の質的向上と来訪者の利便性向上　

整備方針３：　地域住民のコミュニティーを醸成する機会と場の提供

○交付期間中の計画の管理について

交付期間中における円滑な事業進捗と目標に向けた効果を上げるため、行政と地域住民の情報共有を図るために広報などで事業ＰＲを行うとともに、地元のまちづくり組織の連絡協議会を開催し、事業の調整や進捗状況の検証などを行う。

方針に合致する主要な事業

・歩行者が楽しく安全で安心して歩くことができる、回遊性の高いまちづくりを進めるため、歩行者優先を示すゾーンの道路舗装や排水機能の向上を図る
ための整備を推進する。　これにあたっては、日常的に利用する地区住民だけでなく、歴史や自然探訪等で訪れる観光者のための景観整備と道標（舗装
形態による回遊路の表示）としての機能も考慮した整備とする。
・地区住民のうるおいある暮らしの実現と地区の歴史伝承や文化拠点となる空間を確保するため、豊かな自然環境を活かした公園を整備する。　また、
歩行ルートのネットワークにより地区の歴史資源との連携を図る。
・地区住民の安全・安心を確保する被害の少ないまちをつくるため、災害に強いまちの基盤づくりを推進し、自然との共存を図る。

【道　路】基幹事業／（市道）吉江１２号線修繕事業、（市道）浅水川左岸提線修繕事業、（市道）吉
江団地７号線修繕事業、（市道）米岡線修繕事業、（市道）杉本２４号線修繕事業、（市道）丸山12号
線修繕事業、（市道）杉本４号線修繕事業、（市道）杉本西番線改良事業
【公　園】関連事業／大谷公園整備事業（市）
【地域創造支援事業】提案事業／（市道）吉江７号線修繕事業、排水路整備事業

・吉江藩の面影が今も残る｢吉江七曲り通り｣は、沿道に分布する歴史的資源を活かして本地区のアイデンテティとして地区住民の誇りとなる場にするとと
もに、本地区を訪れる観光客が第1に目指す場所となる高質な空間とする。　このため、石畳や灯ろう形の照明など歴史景観に調和する道路整備を行う。
・春慶寺や榎お清水池など幼少の近松門左衛門の人間形成の場面となった場所を歩行ネットワークに組み込むとともに、当時の面影を再現するようなポ
ケットパーク整備を行う。
・本地区を一望できる春慶寺山頂付近に展望広場を整備し、かつての吉江藩の歴史解説と目の前の現代の風景を対比鑑賞できる観光拠点を作る。　ま
た、大谷公園との歩行ネットワークにより地区住民の日常的な健康運動、散策などの利用も図る。
・観光客などの来訪者の利便性を向上させるため、道標や案内板、歴史解説板を整備する。

【高質空間形成施設】基幹事業／（市道）吉江１２号線修繕事業、景観照明整備事業
【地域生活基盤施設】基幹事業／（池泉広場整備事業、春慶寺山展望広場整備事業）、情報板整
備事業

整備方針１：　安全で快適な歩行ネットワークの構築と自然とのふれあい拠点整備


